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星空とタウシュベツ川橋梁（上士幌町）

◆―新年は1月9日（火）より業務を開始します。

　

米
国
の
元
国
防
長
官
の
ペ
リ
ー
氏
は
、
朝
日

新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権

で
国
防
長
官
を
務
め
る
自
分
の
姿
は
想
像
で
き

な
い
」
と
い
い
、「
軍
事
衝
突
に
代
わ
る
手
段

は
外
交
以
外
に
な
い
」「
対
話
し
な
け
れ
ば
良

い
結
果
は
得
ら
れ
な
い
」
と
言
い
切
る
。「
良

い
結
果
が
生
み
出
せ
る
か
自
信
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
正
直
だ
が
、
追
い
込
ま
れ
た
金
正

恩
氏
が
「
何
を
し
て
い
る
の
か
、
何
を
信
じ
て

い
る
の
か
、
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
し
た
（
昨
年
11
月
29
日
）。

　

同
日
未
明
の
新
型
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発

射
で
、
ア
メ
リ
カ
、
北
朝
鮮
の
軍
事
衝
突
の
危

険
性
が
際
立
つ
い
ま
、
同
氏
の
示
す
熟
慮
と
冷

静
さ
は
、
外
交
な
き
「
制
裁
」
だ
け
が
本
当
の

打
開
策
で
な
い
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
。

　

そ
れ
に
引
き
換
え
、「
我
々
も
、
彼
ら
が
暴

発
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
た
じ
ろ

げ
ば
彼
ら
の
思
う
ツ
ボ
で
あ
る
」
と
の
安
倍
首

相
の
答
弁
（
28
日
の
予
算
委
員
会
）
に
は
、
そ

の
熟
慮
と
冷
静
さ
が
欠
落
し
て
い
る
。
衝
突
を

避
け
る
た
め
に
、
先
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
も

の
が
負
け
と
い
う
「
チ
キ
ン
ゲ
ー
ム
」
の
つ
も

り
ら
し
い
。
国
民
の
命
と
安
全
へ
の
配
慮
も
な

く
、
思
慮
の
あ
る
大
人
の
発
言
と
は
思
え
な
い
。

早
期
に
退
場
を
願
い
た
い
。

　

二
〇
一
八
年　
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旦
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消
費
者
庁
よ
れ
ば
、
全
国
の
消
費
者
被
害
全
体

で
、
業
者
等
に
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
金
額
の
推
計

は
、
平
成
28
年
の
1
年
間
で
4
兆
8
0
0
0
億
円

と
の
こ
と
で
す
。
特
に
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
北
海
道
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
が
多
い
類
型
は
、
通
信
販

売
、
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売
で
す
。

　

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
悪

質
業
者
の
手
口
を
知
る
こ
と
で
す
。
悪
質
業
者
か

ら
請
求
や
勧
誘
を
さ
れ
た
が
、
被
害
に
至
ら
な

か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
の
約
7
割
は
、
手
口
を

知
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
新
た
な

手
口
を
含
む
様
々
な
ケ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

悪
質
な
電
話
勧
誘
の
防
止
策
の
一
つ
と
し
て
、

留
守
番
電
話
の
活
用
が
あ
り
ま
す
。
常
に
留
守
番

電
話
に
し
て
お
き
、
掛
け
直
す
必
要
が
あ
る
も
の

だ
け
後
か
ら
電
話
を
か
け
る
と
い
う
方
法
で
す
。

悪
質
業
者
と
直
接
や
り
と
り
し
な
い
こ
と
は
、
被

害
防
止
の
た
め
に
重
要
で
す
。

　

も
し
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
や
中
途
解
除
等
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

1
　
遺
言
の
必
要
性

　

自
分
の
財
産
は
、
自
分
の
考
え
で
処
分
し
た
い

と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
死
後
に
、
被
相
続
人

自
身
の
考
え
を
直
接
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
生
前
の
意
思
を
明
確
に
し
て
お
く
の
が

遺
言
で
す
。
自
分
の
財
産
で
あ
る
以
上
自
由
に
処

分
で
き
る
の
が
原
則
で
す
。

　

具
体
的
に
ど
の
財
産
を
誰
に
相
続
さ
せ
る
か
細

か
く
指
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
法
定
相
続

人
で
は
な
い
方
へ
、遺
贈
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

2
　
自
由
処
分
の
例
外
〜
遺
留
分
と
は
〜

　

た
だ
し
、
自
由
な
処
分
の
例
外
と
し
て
、
遺
留

分
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
遺
留
分
と
は
、
一

定
の
相
続
人
が
最
低
限
相
続
で
き
る
財
産
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
被
相
続
人
の
意
思
を
尊
重
す
る
と

は
い
え
、
一
定
範
囲
の
相
続
人
の
生
活
を
保
障
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
法
律
で
、
配
偶

者
、
子
供
、
子
供
が
い
な
い
場
合
の
父
母
に
対
し

て
、
最
低
限
度
の
財
産
は
相
続
で
き
る
よ
う
に
制

限
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
兄
弟
姉
妹
は
、
法
定

相
続
人
に
は
な
り
え
ま
す
が
、
遺
留
分
は
あ
り
ま

せ
ん
。

3
　
遺
言
の
種
類

　

全
文
を
自
分
で
書
く
自
筆
証
書
遺
言
は
、
費
用

が
掛
か
ら
ず
、
本
人
単
独
で
作
成
で
き
る
た
め
秘

密
に
で
き
ま
す
が
、
死
後
に
争
わ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
そ
れ
以
前
に
、
証
書
自
体
が
発
見
さ
れ
な
い

危
険
や
発
見
し
た
相
続
人
に
破
棄
さ
れ
て
し
ま
う

危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
遺
言
は
、
公
正
証
書
遺
言
と
し
て

作
成
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
公
証
役
場
に
行

き
、
公
証
人
が
遺
言
者
本
人
と
面
接
相
談
し
て
作

成
し
、
原
本
を
公
証
役
場
に
保
存
す
る
た
め
安
心

確
実
で
す
。
遺
言
時
に
2
人
の
立
会
証
人
が
必
要

な
た
め
遺
言
内
容
が
開
示
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
弁
護
士
を
証
人
に
す
れ
ば
守
秘
義
務
の
保
護

が
あ
り
、
内
容
が
知
れ
渡
る
お
そ
れ
も
な
く
安
心

で
す
。
遺
言
内
容
も
、
弁
護
士
に
ご
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
、
被
相
続
人
の
生
前
意
思
を
で
き
る
限
り

実
現
い
た
し
ま
す
。

編集後記
　2018 年新年号をお届けします。新人弁護士を1名迎え、
皆様に充実した法的サービスを提供できるよう、事務所一
同頑張ります。本年もよろしくお願い致します。� （渡部）

　たかさき法律事務所ホームページでは、当事務所の
弁護士が携わる講演会や裁判の動向など最新の話題
をTopics として取り上げ、紹介しております。ぜひ
ご覧ください。
　また、9条の会「ちょっと、やばいしょ‼︎」のペー
ジでは、憲法 9条に関する多くの意見、感想が掲載さ
れております。こちらもよろしくお願いいたします。

ホームページのご案内

事務局一言
　昨年秋に事務所を改装し、窮屈ではないかと不安でし
たが、前よりも事務局と弁護士の距離が近くなったぶん、
疎通が良くなったよ
うに思います。これ
からも社会的弱者救
済を信条とする弁護
士の諸活動を支える
ため向上心を忘れず
頑張ります。

　「いちえふ」とは福島第一原発（福島第一原子力発電所）
を指します。我々は、平成26年から、弁護団を組み、福
島第一原子力発電所の作業員の労災事件に取り組んでい
ます。この方は、平成 23年 7月から福島第一原発にお
ける作業に従事し、その約11か月後に体内1か所に癌
が見つかり、その後約1年間のうちにさらに別の2か所
の癌が見つかっており、被ばくの影響が強く疑われます。
　現在、国を被告とする訴訟（次回期日：2月 22 日
14 時～）と東電外 2社を被告とする訴訟（次回期日：
3月1日11時～）が札幌地方裁判所に係属しています。
訴訟はどなたでも傍聴できますので、ぜひ期日に足を
運んでみて下さい。

　平成 29 年 1 月 16 日、268 名の市民が原告となり
（第 2次を含め 381 名）、札幌地裁に安保法制違憲訴
訟を提起した。この裁判では、安保法制によって平
和的生存権や人格権が侵害されそれによって生じ
た精神的苦痛についての損害賠償請求と自衛隊の
出動を許さないという差止を求めています（全国で
は約 7200 名の原告が、21 裁判所で係争中）。
　憲法違反の安保法制の強行採決により、日々の平
和な暮らしがいつ脅かされることになるか分から
ない状況です。若者を戦場に送らない、殺し殺され
ることのない社会を守るためにも、多くの方のご協
力が必要不可欠です。支援者の募集もしています。
ご協力のほど
よろしくお願
い致します。
（問い合わせ
は 011-261 -
7738 まで）

事務局長　池田　　滋

弁護士　髙橋　健太いちえふ弁護団 安保法制違憲訴訟を提訴

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

弁
護
士
　
小
野
　
裕
貴

紛
争
予
防
〜
終
活
〜

消費者
被害から
身を守る
ために

弁護士
渡部　敏広

記念講演会のお知らせ

8.710.410.214.016.920.815.4
9.412.211.913.716.619.613.4

3.1

3.7

10.213.612.713.316.518.512.1
3.0

3.4

3.4

3.0

3.1

3.0

2.8

2.3

10.715.513.813.216.116.810.6
10.816.814.212.916.315.99.8
11.018.914.212.816.214.79.2
10.922.414.312.415.313.28.5
10.920.514.713.116.012.98.9
11.619.714.713.516.112.88.8
12.019.615.214.116.012.18.7

■ 20歳未満　■ 20歳代　■ 30歳代　　■ 40歳代　
■ 50歳代　　■ 60歳代　■ 70歳以上　■無回答（未入力）

年度
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016

100806040200

（注）構成比は各年度の総件数を100として算出し、小数点以下第2
位を四捨五入した値です。以下、端数を四捨五入しているた
めグラフの数値の合計が100％にならない場合があります。

構成比
（％）

年度別にみた契約当事者年代別割合

その日のうちに相談を希望される方に、平日午後
3時から7時まで、ご相談に応じます。

■日米核同盟と安保法制
　―北朝鮮情勢の影
講師：太田　昌克氏

（共同通信編集委員・論説委員）

とき：2018年1月20日土
午後3時から（開場午後2時30分）

ところ：札幌市教育文化会館講堂
（札幌市中央区北1条西13丁目）

資料代：500円（高校生以下無料）
主催：安保法制違憲訴訟北海道の会
問合せ：北海道の会事務局（011-261-7738）

即日相談が好評です

初回相談に限り、相談料は1時間まで無
料としております。2回目以降の相談に
ついては、1時間5,400円（税込）です。

土曜日、日曜日、祝日も、ご相談に
応じます。

相談受付
電話番号 011-261-7738
（平日午前9時15分から午後5時まで）
FAX（011-261-7718）は24時間受付
HP：http://www.law-takasaki.com/

休日相談

初回無料
相　　談
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昨
年
10
月
、
安
倍
首
相
は
「
国
難
突
破
解
散
」

と
し
て
突
然
衆
議
院
を
解
散
し
た
。

　

森
友
・
加
計
学
園
問
題
で
内
閣
支
持
率
が
急
落

す
る
中
、
北
朝
鮮
危
機
へ
の
対
処
、
消
費
税
増
税

に
よ
る
税
収
増
を
子
育
て
と
教
育
等
に
使
う
使
途

変
更
の
た
め
と
い
う
の
が
理
由
だ
。

　

し
か
し
、
解
散
に
よ
り
政
治
空
白
を
生
む
の
で

は
な
く
、
国
会
で
議
論
す
れ
ば
足
り
る
問
題
で
、

結
局
、
野
党
の
憲
法
53
条
に
基
づ
く
臨
時
国
会
開

催
の
要
求
を
棚
ざ
ら
し
に
し
て
野
党
の
追
及
を
逃

れ
る
た
め
、
野
党
統
一
の
準
備
が
進
ん
で
い
な
い

今
が
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
た
の
だ
。

　

安
保
法
制
反
対
等
の
中
で
生
ま
れ
た
「
市
民
と

野
党
の
共
闘
」
は
、
前
原
民
進
党
が
小
池
百
合
子

都
知
事
を
代
表
と
す
る
希
望
の
等
に
合
流
す
る
こ

と
を
決
め
た
こ
と
で
「
壊
滅
的
」
な
状
況
と
な
っ

た
が
、
小
池
「
排
除
」
発
言
か
ら
の
流
れ
は
、「
立

憲
民
主
党
」
の
立
ち
上
げ
、
共
産
党
の
候
補
者
取

下
げ
、
社
民
党
の
協
力
等
々
、
新
た
な
息
吹
を
創

り
出
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
は
、
自
公
与
党
が
改
憲
案
発
議
可

能
な
3
分
の
2
を
維
持
し
、
安
倍
政
権
が
継
続
し

た
が
、
立
憲
民
主
党
は
55
議
席
で
野
党
第
一
党
と

な
っ
た
。
安
倍
首
相
は
9
条
改
憲
の
野
望
を
達
成

す
る
た
め
、
先
ず
、「
自
衛
隊
」
を
3
項
に
加
え

る
と
し
、
早
速
、
憲
法
審
査
会
で
の
議
論
の
促
進

を
求
め
、
当
面
は
自
民
党
内
で
の
議
論
を
し
、
野

党
第
一
党
が
賛
成
し
な
く
て
も
発
議
す
る
そ
ぶ
り

を
見
せ
て
い
る
。

　

今
、
日
本
は
改
憲
を
め
ぐ
る
重
大
な
「
岐
路
」

に
立
っ
て
い
る
。
自
衛
隊
加
憲
は
安
保
法
と
集
団

的
自
衛
権
の
公
然
た
る
憲
法
で
の
承
認
で
、
2
項

は
空
文
化
す
る
。
こ
の
安
倍
の
野
望
＝
戦
争
へ
の

道
を
阻
止
し
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
命
と
自
由
を

守
る
た
め
、
今
、
何
を
す
べ
き
か
が
私
達
一
人
ひ

と
り
に
鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
。

　

衆
院
選
の
結
果
は
、「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」

が
草
の
根
と
し
て
根
付
い
て
い
る
こ
と
を
確
信
さ

せ
た
し
、
こ
の
共
闘
を
粘
り
強
く
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
安
倍
の
野
望
を
阻
止
す
る
唯
一

の
道
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
た
。

　

9
条
改
憲
阻
止
の
「
3
0
0
0
万
署
名
」
運
動

な
ど
、
国
民
が
幅
広
く
共
感
で
き
、
見
え
る
形
の

運
動
を
広
げ
、
平
和
を
守
り
抜
い
た
こ
と
を
し
っ

か
り
歴
史
に
刻
む
年
と
し
た
い
。

1　
改
憲
勢
力
が
3
分
の
2
以
上
に
な
り
、
自
衛

隊
明
記
を
柱
と
す
る
改
憲
へ
の
動
き
が
強
ま
っ
て

弁
護
士　

高
崎　

裕
子

17
年
衆
院
選
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

私
た
ち
の
す
べ
き
こ
と

高崎　　暢
弁護士

自衛隊明記の

改憲
発議
を阻止しよう。

い
る
。
し
か
し
、
毎
日
新
聞
の
世
論
調
査
で
は
、

改
憲
発
議
は
急
ぐ
必
要
が
な
い
と
の
回
答
が

66
％
、「
急
ぐ
べ
き
だ
」
の
24
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
F
N
N
の
調
査
で
は
、
安
倍
内
閣
が
最

も
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
何
か
と
い
う

質
問
に
対
し
、「
憲
法
改
正
」
と
の
回
答
は
わ
ず

か
2
・
8
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ

サ
イ
ル
発
射
な
ど
の
「
脅
威
」
が
喧
伝
さ
れ
る
な

か
で
も
、
世
論
は
改
憲
に
対
し
慎
重
な
姿
勢
で
あ

る
。

2　
安
倍
改
憲
は
、
憲
法
9
条
2
項
の
戦
力
不
保

持
、
交
戦
権
否
認
規
定
を
残
し
た
ま
ま
、
自
衛
隊

を
明
記
す
る
と
い
う
も
の
。
戦
力
不
保
持
を
定
め

て
お
き
な
が
ら
自
衛
隊
の
存
在
を
明
記
す
れ
ば
、

「
後
法
は
前
法
に
優
る
」
と
い
う
立
法
の
基
本
原

理
か
ら
、
そ
れ
と
矛
盾
・
抵
触
す
る
限
り
既
存
の

憲
法
条
文
は
法
的
意
味
を
失
う
。明
記
に
よ
っ
て
、

自
衛
隊
は
憲
法
9
条
2
項
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及

ば
な
い
存
在
に
な
る
。
2
項
は
死
文
化
す
る
。
ま

た
明
記
さ
れ
た
自
衛
隊
は
、
戦
争
法
に
よ
っ
て
集

団
的
自
衛
権
行
使
や
他
国
軍
へ
の
「
後
方
支
援
」

の
権
限
が
付
与
さ
れ
た
自
衛
隊
で
あ
る
。「
専
守

防
衛
の
自
衛
隊
の
合
憲
化
」で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

内
閣
府
の
世
論
調
査
で
は
自
衛
隊
が
存
在
す
る
目

的
に
つ
い
て
、「
災
害
派
遣
」
と
回
答
し
た
の
が

約
82
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民

が
期
待
し
て
い
る
の
は
「
防
衛
出
動
」
で
は
な
く
、

「
災
害
派
遣
」
で
あ
る
。
他
国
軍
の
後
方
支
援
な

ど
の
海
外
派
兵
等
の
任
務
の
比
重
が
大
き
く
な
る

と
、
災
害
派
遣
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
、

こ
れ
で
は
国
民
の
期
待
と
は
裏
腹
で
あ
る
。

　

署
名
用
紙
を
同
封
。多
く
の
方
に
ひ
ろ
め
よ
う
。

高
崎
　
　
暢

弁
護
士

　

安
保
法
制
違
憲
訴
訟
に
全
力
投
球
。
原
告
の
方

の
安
保
法
制（
戦
争
法
）へ
の
思
い
や
、
不
安
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

陳
述
書
の
聞
き
取
り
は
、
本
人
の
中
に
沈
殿
し

て
い
る
も
の
、
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
、
探

し
当
て
、顕
在
化
さ
せ
る
作
業
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

作
文
で
は
な
く
、
原
告
と
お
の
れ
の
生
き
方
の
た

た
か
い
で
あ
る
。
自
分
の
思
慮
が
た
め
さ
れ
て
い

る
。

　

政
府
も
国
会
も
憲
法
改
正
に
向
け
て
ま
っ
し
ぐ

ら
。
そ
こ
に
一
石
を
投
じ
る
訴
訟
に
し
た
い
。

高
崎
　
裕
子

弁
護
士

　

韓
国
の
チ
ョ
・
ジ
ョ
ン
レ
監
督
に
よ
る
映
画「
鬼

郷
」。
日
本
軍
慰
安
婦
と
し
て
強
制
さ
れ
た
韓
国

の
女
性
の
残
酷
な
人
生
。
10
年
以
上
前
、
自
由
法

曹
団
女
性
部
総
会
が
韓
国
ソ
ウ
ル
で
あ
り
、
慰
安

婦
と
さ
れ
た
ハ
ル
モ
ニ
が
生
活
す
る
「
ナ
ヌ
ム
の

家
」
を
訪
ね
た
と
き
の
こ
と
が
鮮
明
に
思
い
だ
さ

れ
た
。
受
け
た
被
害
の
過
酷
さ
ゆ
え
に
話
も
で
き

な
い
ハ
ル
モ
ニ
達
は
、
絵
を
描
く
こ
と
で
そ
の
体

験
や
思
い
を
訴
え
た
。
監
督
は
、
そ
の
絵
に
衝
撃

を
受
け
、
映
画
製
作
を
決
意
し
た
と
い
う
。
鬼
郷

と
は
魂
が
故
郷
に
帰
る
こ
と
。
女
性
達
は
故
郷
に

戻
れ
な
か
っ
た
。
せ
め
て
魂
だ
け
で
も
戻
れ
る
よ

う
に
と
の
思
い
を
込
め
た
タ
イ
ト
ル
。
ハ
ル
モ
ニ

達
の
意
思
に
寄
り
添
っ
た
誠
意
あ
る
謝
罪
と
女
性

な
ど
弱
者
が
二
度
と
戦
争
の
被
害
者
に
な
ら
な
い

よ
う
に
と
の
監
督
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
映
画
に
、

安
倍
首
相
が
企
む
戦
争
へ
の
道
を
「
通
さ
な
い
」

決
意
を
新
た
に
し
た
。

髙
橋
　
健
太

弁
護
士

　

先
日
、
妻
と
口
論
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
長
男

に
「
ケ
ン
カ
し
ち
ゃ
だ
め
！
」
と
言
わ
れ
、
思
わ

ず
妻
も
私
も
固
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
尋
問
中

に
異
議
を
出
さ
れ
て
も
動
じ
な
く
な
っ
て
き
た
の

に
、
ま
さ
か
3
歳
児
の
発
言
に
何
も
言
い
返
せ
な

い
と
は
…
。

　

さ
て
、
安
保
法
制
は
制
定
か
ら
2
年
が
経
ち
、

憲
法
9
条
の
改
正
も
検
討
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
保
法
制
の
廃
止
を
求
め
、
憲
法
9
条

を
改
正
さ
せ
な
い
た
め
、
そ
し
て
子
ど
も
達
の
将

来
を
守
る
た
め
、「
戦
争
し
ち
ゃ
だ
め
！
」
と
声

を
上
げ
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
部
　
敏
広

弁
護
士

　

昨
年
、
道
外
の
友
人
が
北
海
道
に
来
た
の
で
、

友
人
が
行
き
た
が
っ
て
い
た
道
東
を
案
内
し
て
回

り
ま
し
た
。
3
日
間
で
1
5
0
0
キ
ロ
移
動
し
て

い
ま
し
た
。
友
人
も
北
海
道
の
広
さ
を
実
感
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
司
法
過
疎
問
題
へ
の
取
り
組
み

も
5
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
こ
の
広
い
北
海
道

で
少
し
で
も
司
法
過
疎
問
題
の
解
消
に
関
わ
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
地
元
で
あ
る
室
蘭
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
室
蘭
焼

き
鳥
の
3
要
素
、
ご
存
知
で
す
か
。
豚
肉
・
玉
ね

ぎ
・
洋
か
ら
し
で
す
。
カ
レ
ー
ラ
ー
メ
ン
、
鐵
の

素
ク
ッ
キ
ー
な
ど
、
室
蘭
の
魅
力
が
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

小
野
　
裕
貴

弁
護
士

　

山
頂
で
飲
む
ビ
ー
ル
は
う
ま
い
‼︎　

あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

さ
て
私
も
弁
護

士
と
し
て
丸
3
年
を
終
え
て
新
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
石
の
上
に
も
3
年
、
茨
の
中
に

も
3
年
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
今
の
苦
労
が
い
つ

か
成
功
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
本
年
も
全
力
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。
本
年
は
、
33
歳
の

私
に
と
っ
て
、
3
と
い
う
数
字
に
何
か
と
縁
が
あ

る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
3
と
い
う
数
字
は
、
安

定
と
調
和
の
象
徴
で
す
ね
。
本
年
は
仕
事
の
み
な

ら
ず
、
何
か
自
分
な
り
に
3
本
柱
を
確
立
さ
せ
る

と
い
う
目
標
を
も
っ
て
1
年
間
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
西
　
健
仁

弁
護
士

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
事
務
所
に
入
所
し
、
瞬
く
間
に

2
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
よ
り
一
層
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
と
、
毎
年
初
詣
に
行
き
、
必
ず

「
今
年
の
目
標
」
を
立
て
て
い
る
の
で
す
が
、
年

末
に
な
る
と
、
今
年
の
目
標
っ
て
何
だ
っ
た
っ

け
？　

と
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
の
で
、
こ
こ
で
宣
言
し
ま
す
。
今
年
の
目
標

は
「
少
し
だ
け
無
理
す
る
」
で
す
。

　 この度、たかさき法律事務所にて弁護
士としてのスタートを切ることになり
ました。

　 これまでの法科大学院や司法修習と
いった場での学習、さらには私が見聞
きした周囲の人の抱える法律問題等を

通じ、適切な手段で法律問題の解決を図ることが出来る
か否かによりその事案の帰趨が大きく変わりうることを
強く感じました。いよいよ弁護士として仕事を開始する
こととなり、喜びを感じるとともに、その責任の大きさ
に緊張感を覚えています。
　弁護士としても一人の人間としてもまだまだ未熟者で
すが、目の前にいる依頼者が最善の結果を得られるよう、
一つ一つの案件に迅速かつ正確に取り組んで参りますの
で、どうぞよろしくお願い致します。

　入所を心から歓迎する。新人弁護士は、先輩弁護士や
職員をちょっぴり緊張させ、刺激を与える。私は、この緊
張と刺激がたまらない。
　君は、いま大きな夢をもって、弁護士のスタートライン
に立っている。いつまでも、その初心を忘れないで欲しい。
　いま、日本は、戦争する国へと大きくカジを切った。平
和憲法が投げ捨てられようとしている。人間らしく生きる
ことが困難な状況にある。弁護士として、一人の人間とし
て、本質を見ぬく目を養って欲しい。情熱と行動力をもつ
弁護士として、大きく羽ばたくことを期待する。

弁護士　工藤　佑一

新人弁護士の君へ
弁護士　高崎　　暢

　
こ
の
度
、
事
務
所
を
移
籍
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
た
か
さ
き
法
律
事
務
所
の
諸
先
生
方
や
事
務

局
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
親
身
に
見
守
っ
て

い
た
だ
き
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
本
事

務
所
を
退
所
す
る
こ
と
は
寂
寥
の
思
い
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
後
も
皆
様
方
に
充
実
し
た
法
的

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
よ
う
鋭
意
努
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2018年
本年もよろしく
お願いします

退
所
挨
拶

弁
護
士

瀨
戸
　
悠
介


